
（別紙３）

〜 令和7年12⽉5⽇

（対象者数） 25 （回答者数） 21

〜 令和7年11⽉28⽇

（対象者数） 23 （回答者数） 23

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
今年度の取り組みの振り返りと保護者のみなさんの意
⾒を聞きながら、これからも保護者の⽅々が参加した
いと思える学習会を考えていく。

2

⼦どもの発達保障、保護者⽀援、地域⽀援、それぞれ
に職員の⼒量等での課題はあると考えているので、今
後も計画的な研修や⼈材育成を⾏い課題解決に取り組
むことで、更なる向上を⽬指していく。

3

怪我が起きた時の対処は速やかに⾏っているが、怪我
が起きた時に、今後同じ事故が起きないように対処す
るべきことを⾒落とさない視点が⼤切であると考えて
いる。ヒヤリハットを活⽤し、⼤きな事故が起こらな
い保育現場づくりをこれからも⼼掛けていきたい。

改善に向けて必要な取組や⼯夫が必要な点等

1
いつでも⾒える掲⽰書類や年1回全職員が集まる研修会
で通園めだかの全体像がわかるように説明する等、職
員への周知の仕⽅を⼯夫する。

2
職員の休みが重なったり、⼦どもの対応で1対1対応が
必要な場合にしっかり対応できるように、職員体制の
調整や⼯夫を⾏っていく。

3
居住地ではなく、通園めだかの地域の保育所との交流
はできるので、保護者の意向も踏まえながら、保育所
との交流のあり⽅を検討していく。

保護者学習会の内容について、マンネリ化しないように
新しい取り組みができた。

障害福祉の社会資源を知る学習会では、作業所体験とし
て、タイダイ染め体験や調理パンづくりをする等、⾒学
だけでなく体験を通して、実際にそこで働く⼈の姿を⾒
る機会を作った。また管理栄養⼠の⽅の学習会では、講
義＋調理実習も⾏い作ったものをみんなで⾷べて交流す
る機会を作る等、新しい取り組みができ参加した⽅から
の評価も良かった。

○事業所名 通園めだか

○保護者評価実施期間 令和7年11⽉25⽇

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間 令和8年11⽉17⽇

○従業者評価有効回答数

○事業者向け⾃⼰評価表作成⽇ 令和8年1⽉7⽇

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

⼯夫していることや意識的に⾏っている取組等

事業所の⽀援に満⾜している⽅が多い。

幼児期という⼦どもの成⻑の⼟台となる⼤切な時期を担
う事業所として、⼦どもの発達保障、保護者⽀援、地域
⽀援について職員が役割分担をしながら、１つ１つのこ
とに誠意をもって対応することを⼼掛けている。

災害・事故等のマニュアル作成や、訓練を定期的に⾏っ
ている。

実際に⼦どもの怪我等が発⽣した時には、速やかに対応
（応急処置や受診等）し保護者の⽅への連絡・相談・報
告を⾏うようにしている。また、引き渡し訓練を⾏う等
保護者と連携した訓練も⾏っている。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

事業内容や地域での取り組みについて、職員全体への周
知ができていないこと。

施設全体の取り組みをしっかり把握してもらうことよ
り、毎⽇の保育・療育の内容、危機管理を優先してし
まっており、⽇々必要な情報を伝えることで精⼀杯に
なってしまっている。

職員配置が少ないと感じる時がある。
職員の配置は国の基準上は適切に⾏われているが、職員
の急な休みが重なった時に少なく感じる時があった。

保育所や幼稚園との交流の機会が少ない。
3市町から⼦どもたちが通ってきているので、それぞれ
の居住地の保育所・幼稚園の⼦どもとの交流をはかるの
は職員の体制的に難しい。

事業所における⾃⼰評価総括表公表


